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校庭の木々の緑が日に日に濃さを増し、雨上がりの朝には、生命の力強さを感じさせ

てくれます。梅雨入りを前にしたこの時期は、空模様が変わりやすいものの、草花はた

っぷりの水を受けて生き生きと輝いています。生徒のみなさんの表情にも、自分らしさ

を発揮し始めている様子が感じられることを嬉しく思います。 

さて、三年生は先日、沖縄方面へ修学旅行に行ってきました。出発の事前準備では、

平和学習に時間をかけて取り組みました。そして沖縄の現地では、平和記念資料館、糸

数壕などを訪れ、戦争の悲惨さや平和の尊さについて、自分の目で見て、耳で聞き、肌

で感じることで、教室ではできない深い学びがあったと思います。 

また、仲間とともに過ごした時間も、かけがえのないものになったのではないでしょ

うか。笑顔いっぱいの場面もあれば、仲間と真剣に語り合う場面もあり、三年間の積み

重ねを感じる修学旅行となりました。これからの学校生活や進路実現に向けた力へとつ

なげてほしいと思います。 

二年生は来週からトライやる・ウィークが始まります。地域の事業所や施設で、実際

に働く体験や様々な活動をさせていただく貴重な機会です。学校を離れ、地域の方々と

接しながら活動する中で、「働くこと」の大変さややりがい、コミュニケーションの大

切さについて学ぶことになります。最初は緊張や不安を感じる生徒もいるかもしれませ

ん。しかし、元気なあいさつや素直な返事、相手を思いやる気持ちは、どんな場面でも

大切にされるものです。失敗を恐れず、一生懸命取り組むことが何より大きな学びにな

ります。この活動を通して、自分の将来や生き方について考えるきっかけにしてほしい

と思います。また、活動に協力してくださる地域の皆様には、心より感謝申し上げます。 

そして、六月末には加古郡の総体が始まります。三年生にとっては、これまで積み重

ねてきた努力の成果を発揮する大きな舞台となります。日々の練習で、悩んだことや、

仲間と励まし合いながら乗り越えてきたことも多くあったことでしょう。勝敗だけでは

なく、最後まであきらめずに挑戦する姿、仲間を信じて全力を尽くす姿こそが、大きな

成長につながります。また一、二年生にとっても、先輩たちの本気で頑張る姿は大きな

刺激になります。それぞれの部活動で、自分らしく力を発揮してほしいと思います。 

六月は、一学期の折り返しとなる時期です。少し疲れが出やすい時期でもあります。

あせらず、毎日の当たり前を丁寧に積み重ねながら、前進していきましょう。 

稲美町立稲美北中学校 学校だより 

日々を積み重ね 一歩前へ進む６月に！ 



６・７月の行事予定 

 
 ≪６月≫ 

 １日（月）～５日（金） 
トライやる・ウィーク(２年) 

４日（木）学力テスト(３年) 
８日（月）各委員会 
９日（火）全校委員会 
     私立学校説明会（３年） 

１１日（木）生徒総会 
１２日（金）郡総体抽選会 
１３日（土）郡総体（陸上） 
１７日（水）～１９日（金） 
      期末テスト 
２４日（水）郡総体壮行会 
２５日（木）眼科検診 腎臓検診 

 

 
２６日（金）～２７日（土） 

加古郡総体 
２８日（日）創立記念日 

 
 ≪７月≫ 

 ３日（金）トライやる報告会 
 ４日（土）・５日（日） 
      東播大会（ﾊﾞｽｹｯﾄ･ｻｯｶｰ） 
 ９日(木)10 日(金)13 日(月)14 日(火)15 日(水） 
      三者面談 
１１日（土）・１２日（日） 
      東播大会 
１６日（木）給食最終日 
１７日（金）終業式 

＜日々の安全について考えよう＞ 

学校や家庭での生活の安全確保のた

め、火災を想定した避難訓練（5/15）、

講師を招いた情報モラル教室、加古川

警察署や交通安全協会の方々を講師に

お招きし、交通安全教室を実施しまし

た。どれも自分の身を守るためには大切なことです。今回の研修をきっかけに自分の行

動を見直してみよう。 

＜薫風の空に響く歓声＞ 

５月１２日、薫風の空のもと、球技大会を行いました。生徒会執行部が中心となっ

て、種目や運営方法を見直し、より一層クラスで楽しめる行事になりました。 

 

 

 

 

 

＜沖縄！心に残る３日間＞ 

５月１９日～２１日、３年生は沖縄方面へ修学旅行に行ってきました。比較的天候に

も恵まれ、沖縄の自然と文化の魅力を感じることができました。 

 

 

 

 

 


